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未曾有の大災害に備え今できることは
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˙
ං
ޙ
の
఼
༷
に
Ѫ
͞
Ε
たủ

ͳ

Ứ

　
６
月
１
日
（
木
）
の
ア
Ϣ
ړ
ղ
ې
に
ซ

せ
て
ỏ
ߕ
佐
町
や
な

で
も
ア
Ϣ
料
理
の

ఏ
ڙ
を
։
࢝
し
·
し
た
Ố

　

で
ฤ
ん
だ

（
す
）
に
མ
ͪ
て
く
る

҂
を
ั
る
ྊ
（
や
な
）
ړ
で
す
が
ỏ
ߕ
佐

の
や
な

は
ỏ
Ճ
藤
清
ਖ਼
公
が
ڕ
ั
り
を

楽
し
Ή
た
Ί
に
ઃ
ஔ
し
た
茶

を
ى
ݯ
と

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
·
す
Ố

そ
の
後
ỏ
肥
後
ൡ
を
࣏
Ί
た
ࡉ
川

ར
ީ

が

උ
を
ਐ
Ί
ỏ

ʑ
の
ൡ
ओ
が
ຖ

と

れ
た
て
の
མ
ͪ
ア
Ϣ
を
楽
し
み
に
͝
དྷ
༡

さ
れ
る

ॴ
と
し
て
ỏ
広
く

ら
れ
る
よ

͏
に
な
り
·
し
た
Ố

　

緒
๛
か
な
か
や
Ϳ
き

根
の
あ
ず
·


で
ຯ
わ
͏
ア
Ϣ
料
理
は
格
ผ
Ố
新

な



に
ỏ
食
ཉ
を
そ
そ
る
Ԙ
ম
き
ỏ
そ
し

て
内
ଁ
を
Ԙ
ਏ
に
し
た
େ
ਓ
の
ຯ
͏
る
か

な
ど
ỏ
ͥ
ͻ
一

͝
賞
ຯ
く
だ
さ
い
Ố

˙
ủ

ͳ

Ứ
に
৽
෩
を
ਧ
͖
ࠐ
Ή

　

ࡢ

の
６
月
１
日
か
ら
ӡ
Ӧ
を
୲
͏

（
一
ࣾ
）
ύ
Ϩ
ỽ
ト
（
େ
ୌ
༞
ี

ද
）

が
今


も
Ҿ
き
ଓ
き
や
な

の
ӡ
Ӧ
を

୲
い
·
す
Ố

　
ࡢ


は
初
の
ౙ
Ӧ
ۀ
を
は
͡
Ί
ỏ
॓

ധ
ࢪ
ઃ
や
ଞ
の
؍
光
໊
ॴ
な
ど
と
࿈
ܞ
Ố

町
内
֎
か
ら
ଟ
く
の
ਓ
を
ݺ
ͼ
ࠐ
み
ỏ
町

の
׆
ੑ
Խ
に
一

ങ
い
·
し
た
Ố

˙
ủ

ͳ

Ứ
の
Ն
Ӧ
ۀ
に
ͭ
͍
ͯ

　
ߕ
佐
町
や
な

で
は
ỏ
６
月
１
日
（
木
）

か
ら
��
月
上
०
·
で
ア
Ϣ
料
理
を
ఏ
ڙ
し

·
す
Ố
ί
ồ
ス
は
４
３
０
０
ԁ
（
੫
ࠐ
み
）

か
ら
Ố
ϫ
ン
υ
リ
ン
ク

の
お
ಘ
な



݊
（
１
０
０
０
ຕ
ݶ
ఆ
）
も
や
な

で
ൢ
売

中
Ố
こ
の
ػ
会
に
ͥ
ͻ
お
ӽ
し
く
だ
さ
い
Ố

●
Ӧ
ۀ
日
（
火
曜
定
ٳ
日
）

ɾ
平
日
ɾ

　༵
ޕ
લ
��
࣌
Ỗ
ޕ
後
９
࣌

ɾ
日
༵
ɾ
ࡇ
日　
ޕ
લ
��
࣌
Ỗ
ޕ
後
̔
࣌

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ɾ
͝
༧

や
Ӧ
ۀ
に
ؔ
す
る
こ
と

　
ߕ
佐
町
や
な


　
☎
０
９
６�

２
３
４�

０
１
２
̑

ɾ
ࢪ
ઃ
に
ؔ
す
る
こ
と

　
町
ا
ը
՝

　
☎
０
９
６�

２
３
４�

１
１
̑
４

ொͳࠤߕ

甲佐町やな場営業開始

風
情
と
食
事
、
や
な
場
で
過
ご
す

上
質
な
時
間
。

˛ͳίʔε4�00ԁ（੫ࠐΈ）

� ���ใ ͜͏͞ 2�2

kosa647_02�03_0.2┠ḟ.indd   3 2023/05/25   �:41:5�



���ใ ͜͏͞ 2�24

ฏ2�年̒月߽Ӎで大Ҫखからಓ࿏に͋ふれた （ྲྀ町区）

ະિ༗ͷ
େࡂʹඋ͑ࠓͰ͖Δ͜ͱ
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❖特集　未曾有の大災害に備え今できることは

Ӎ
の
ق
અ
を
લ
に

ɹ
ま
も
な
く
梅
雨
や
台
風
と
い
っ
た
雨
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。
球
磨
川
流
域
を
中
心

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
「
令
和
２
年

７
月
豪
雨
」
の
よ
う
な
人
命
が
脅
か
さ
れ

る
災
害
の
発
生
も
高
ま
り
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
平
成
28
年
６
月
20
日
深
夜

か
ら
翌
朝
に
か
け
て
降
り
続
い
た
雨
で
は
、

１
時
間
当
た
り
の
総
雨
量
が
１
５
０
㍉
を

超
え
る
記
録
的
な
大
雨
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
町
内
各
地
に
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
家

屋
の
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

形
で
発
生
す
る
の
か
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ආ

͢
る
༐
ؾ
を
࣋
ͭ

　
人
間
に
は
、
自
身
に
と
っ
て
都
合
の
悪

い
情
報
を
無
視
し
た
り
、
非
常
時
で
も
根

拠
な
く
大
丈
夫
だ
と
判
断
し
平
常
時
と
同

じ
行
動
を
選
択
し
よ
う
と
し
た
り
す
る

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
い
う
心
理
が
働

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に

観
測
記
録
を
更
新
す
る
よ
う
な
大
雨
が
降

る
気
候
変
動
の
時
代
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

は
か
え
っ
て
危
険
を
招
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
が
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
ら
人
の
力
は
あ
ま
り
に
無
力

で
す
。「
大
丈
夫
」
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
避
難
が
最
大
の
防
災

で
あ
り
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
早
め
の
避
難
は
、
決
し
て
臆
病

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
大

切
な
人
た
ち
を
悲
し
ま
せ
な
い
た
め
に
も
、

行
動
す
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ࣗ

を
守
る
͜
ͱ
Ͱ
ଞ
ਓ
を
守
る

　
過
去
の
大
災
害
で
は
、
逃
げ
遅
れ
た
住

民
を
救
助
に
向
か
っ
た
消
防
団
員
が
命
を

落
と
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
救
助
を
求
め
る
こ
と
は
、

助
け
に
向
か
う
人
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
。
あ
な
た
が
早
め
に
避
難
し
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
で
、
他
人
も
守
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　
☎
０
９
６-

２
３
４-

１
１
６
７

町くらし҆શਪਐࣨ
佐౻ 大 ࣏

災害に備えて

■
水
防
演
習

　

５
月
14
日
（
日
）
宇
土
市
馬
之
瀬

町
地
内
で
令
和
５
年
度
緑
川
水
防
演

習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
演
習
は
緑
川
流
域
の
６
市
町
村

な
ど
が
参
加
す
る
緑
川
水
防
演
習
協

議
会
（
元
松
茂
樹
会
長
）
が
出
水
時

に
備
え
、
水
防
体
制
の
整
備
強
化
お

よ
び
水
防
に
対
す
る
地
域
住
民
の
協

力
と
理
解
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
。
町
消
防
団
（
田
上
慎
太
郎
団

長
）
の
幹
部
18
人
は
、
緑
川
を
背
に

木
の
杭
や
鉄
線
を
使
い
堤
防
の
亀
裂

や
崩
壊
の
拡
大
を
防
ぐ
「
繋
ぎ
縫
い

工
法
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
防
災
教
室

　
４
月
14
日
（
金
）
白
旗
小
学
校
で

地
震
お
よ
び
洪
水
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
訓
練
は
白
旗
小
学
校
（
原
田
加

代
子
校
長
）
が
児
童
た
ち
の
迅
速
か

つ
安
全
に
避
難
で
き
る
行
動
力
の
養

成
を
目
的
に
実
施
。
児
童
た
ち
は
先

生
の
指
示
に
従
い
、
迅
速
に
避
難
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
訓
練
後
に
防
災
士
の

溜
渕
清
裕
さ
ん
（
津
志
田
区
）
が
白

旗
小
学
校
に
お
け
る
災
害
の
リ
ス
ク

と
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
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防
災
士
に
な
ろ
う

　
防
災
士
と
は
、
日
本
防
災
士
機

構
が
認
証
す
る
民
間
資
格
で
す
。

自
助
・
共
助
・
協
働
を
原
則
と
し
、

防
災
に
つ
い
て
の
十
分
な
意
識
や

知
識
・
技
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
取
得
に
は
県
主
催
の
「
火
の
国

ぼ
う
さ
い
塾
」
な
ど
の
受
講
、
認

定
試
験
の
受
験
が
必
要
で
す
。
町

で
も
令
和
４
年
度
に
「
こ
う
さ
防

災
塾
」
を
開
催
し
、
多
く
の
人
が

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

ॿ͚ΒΕΔଆ͔Βॿ͚Δଆ
　大きな災害を経験した本町でもまだまだすべての地域で「自
助」、「共助」の考え方が浸透しているとは言い難いです。「何
かあったら国や行政が助けてくれるだろう」と考えている人
も少なくありません。しかし、公助によって救助された件数
よりも、自助・共助によって助かった件数の方が圧倒的に多
いことがわかっています。防
災士や地域に住む人が長く効
果的な活動を続けることが大
きな防災力となります。自分
で勉強したことを家族や友人
に伝え、地域で共有する。「自
助」から「共助」へつなげる
ことが大切です。これからも、
防災をより身近に感じる機会
を増やしたいですね。

פ野区ࣗओ防ࡂձࣄہ
田Ӝ ኍ さん ▲「こうさ防災塾」を受講する皆さん

උ͑ΔνΣοΫϦετʹࡂ˙

す͙に࣋ちग़すもの（ʮඇৗ࣋ग़のҰྫ」） છのඋえײ

　「非常持出品」は、避難するときにまず持ち出すべきものたちです。リュックに入れて、寝室や玄関などの持ち
出しやすい場所に置いておきましょう。大きさや重さを運ぶ人に合わせることも重要です。
　家庭によって必要なものは変わります。あなたに必要な備えを確認しましょう。非常持出品については「甲佐町
総合防災マップ」に詳しく記されていますのでご確認ください。

□ 携帯ラジオ

□ 非常食

□ 貴重品
通帳、印鑑、現金、診察券、
マイナンバーカードなど

□ 懐中電灯 □ 歩きやすい運動靴 □ 予備電池 / 携帯充電器

□ 飲料水

□ マスク

□ 手指消毒液

□ せっけん

□ 体温計

乾パン、缶詰め、レトルト食品、
チョコレートなど

ばんそうこう、包帯、消毒
液、常備薬など

□ 救急セット

□ 持病の薬・お薬手帳□ 毛布 / 寝袋□ ウエットティッシュ / タオル

□ 衣類・下着 □ 歯ブラシなど □ 防災マップ □ スリッパ

□ ライター・マッチ
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検索

「
も
し
も
」
の
備
え
で

　
　
　
　
　
　「
い
つ
も
」
を
守
る

ɹ
ɹ
防
災
Ϛ
ỽ
ϓ
Ͱ

の
ճ
Γ

ɹ
ɹ
の
ة
ݥ
ݸ
ॴ
を

Ѳ

　
町
で
は
、
浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
災
害
の
危
険
個
所
を
示
し
た

「
甲
佐
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
を
見
る
こ
と
で
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
ど
ん

な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
を
理

解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
分
の
家
や
家
族
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
ど
ん
な
避
難
が
ベ
ス

ト
な
の
か
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
耐
震
性
や
食
料
の
備
蓄
な

ど
、
自
宅
の
安
全
が
確
認
で
き
る

場
合
は
「
在
宅
避
難
」
も
選
択
肢

の
１
つ
で
す
。

　
た
め
ら
わ
ず
に
冷
静
な
判
断
が

で
き
る
よ
う
、
今
の
う
ち
に
避
難

を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
避
難
所

ま
で
の
経
路
に
つ
い
て
家
族
や
友

人
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ɹ
ɹ
災

に
උ
͑
ͯ
Ϛ
Π
λ
Π
Ϝ

ɹ
ɹ
ϥ
Π
ϯ
を
࡞
Γ
·
͠
Ỷ
͏

　
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
大
雨
や

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
私
た

ち
自
身
を
守
る
た
め
の
防
災
行
動

計
画
で
す
。

　
あ
な
た
と
家
族
の
避
難
行
動
を

あ
ら
か
じ
め
ま
と
め
て
お
く
こ
と

で
、
い
ざ
と
い
う
時
あ
わ
て
ず
に

避
難
で
き
ま
す
。
次
の
項
目
を
確

認
し
、
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

①
自
宅
周
辺
の
災
害
リ
ス
ク
を
防

　
災
マ
ッ
プ
で
確
認

②
災
害
種
別
に
応
じ
て
利
用
で
き 

　
る
避
難
先
の
確
認

③
家
族
の
連
絡
先
や
行
動
を
一
覧

　
表
に
ま
と
め
る

④
避
難
行
動
に
必
要
な
準
備
を
確
認

※
「
く
ま
も
と
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

　
を
皆
さ
ん
の
防
災
対
策
に
、

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

01

02

甲佐町の防災情報がケータイに届く！
　　　　　　　「こうさ情報たしかめーる」登録受付中！

ɹொͰɺߦࡂແઢのށผड৴ػʹՃ͑ɺ৽ͨͳใୡ手ஈͱͯ͠
ϝʔϧΞϓϦʮ͜͏͞ใ͔ͨ͠ΊʔΔʯのӡ༻Λͯͬߦい·͢ɻ
ɹおͪ࣋のεϚʔτϑΥϯͳͲʹொ͔らࡂใͳͲΛおಧ͚͢ΔのͰɺ
ߦࡂແઢ͕ฉ͑͜ͳい֎ग़先Ͱආॴの։ઃใͳͲ͕ड͚औΕ·͢ɻ
い͟ͱい͏࣌ʹඋ͑ͯొͯ͠お͖·͠ΐ͏ɻ

˙ొ͔ΜͨΜͰ͢ʂ
※スマートフォン
①　  「あんしんメール」アプリ（無料）をインストール
②アプリを起動して「新規登録」→画面下部の「お知らせ」→
　「各市町村の防災防犯メールご紹介」→「熊本県甲佐町（ご登
　録はこちら）を」をタップ
③登録用空メールアドレス（kosamail@gw.ansin-anzen.jp）が
　入力されるので「グループに登録」を選択
④必要事項にチェックして「登録」すれば完了！

※　  スマートフォン以外の方は
①登録用空メールアドレス（kosamail@gw.ansin-anzen.jp）
　に空メールを送信後、届いたメールに記載された URL を
　選択し「本登録画面へ」を選択
②必要事項を入力して「登録」すれば完了です！

①　  「あんしんメール」アプリ（無料）をインストール

※　  スマートフォン以外の方は

◀
ア
プ
リ
の
取
得
は
こ
ち
ら
か
ら
！

❖特集　未曾有の大災害に備え今できることは
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▲新入ஂһをදしએするࢁ༟ଠஂһ（פ۠） ▲新甲佐町࢙に記載されているѨો（ྑܙ）Ҙについて講ԋする༄ాさん

▲「ろくじؗ」のऔりΈをֶぶのདྷ๚ऀたち ▲町۠の皆さんにৼりࠐめٗについてҙをݺͼֻけるӬҪ室長

　݄̐1�（）甲佐தでྩ̑甲佐町消防ஂ
のࣙྩަࣜが行われ、新ମ੍での活動がスタートし
ました。ࣜではԞ໊ࠀඒ町長がా্৻ଠさん（ԣా
۠）を新ஂ長に໋。本は新入ஂһ2�人をՃえ、
̑分ஂ28部の総��0人が地域防災力の要として、
消防・防災活動にै事します。ࣜऴ了後、消防ॺһの
。されましたࢪ࿅なども࣮܇ಋのもと、ϗースԆ長のࢦ

ʹொফஂ͕৽ମ੍ࠤߕ
令和５年度甲佐町ফ防ஂࣙ令ަ付ࣜ

　݄̏2�（）町ੜֶ֔शηンター・ϗールでୈ
2�ճ新甲佐町ݚ࢙ྺ࢙म会が։࠵されました。ࠓճ
は、「Ѩો（ྑܙ）Ҙとेلੈ࢛ཚ」として、
熊本தੈ࢙会දの༄ాշ໌さんが講ԋ。��人が受
講し、ेلੈ࢛ཚதظにං後ೆே力のத৺となっ
た人であるѨો（ྑܙ）Ҙのや൩の༷ࢠに
ついてֶͼました。

  ࢙のྺڷ͙ܧʹड͚࣍
ୈ23回৽甲佐町࢙ྺ࢙研मձを։࠵

　݄̑1�（ਫ）で村ൃలにݙߩした地域の
リーμーとしてදজされたैۀ事ऀなど�0人༨り
が甲佐町ݚۀमηンター「ろくじؗ」や「やな場」
を๚れ、ۀを௨した地方ੜや̒ۀ࢈࣍Խのऔり
Έなどをࢹしました。地ݩの新な食ࡐを҆くൢച
している「ろくじؗ」では、ख数料やՁ֨ઃఆ、入
ઌとのやりऔりについて࣭がඈͼަいました。

ொのࡦࢪۀΛւ֎ʹൃ৴
からʮΖくじؗ」などをࢹ

　݄̑̓（）町公ຽؗで出લ講࠲が։࠵されま
した。町くらし҆શਪਐ室のӬҪ߃Ұ室長を講ࢣにܴ
え、地域住ຽ2�人がৼりࠐめٗରࡦについてを
ฉきました。ӬҪ室長は「所の৬һをޠるʰؐۚ
ʱが増えています。ిでおۚのが出たら、家ٗ
族や身近な人、ܯに૬ஊしてください」とҙש起
しました。

ৼΓࠐΊٗʹҙ
町ެຽؗओ࠲ߨ࠵を町区で։࠵

͜͏͞の 

���ใ ͜͏͞ 2�2�
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ඒ町長ࠀՃऀをલにあいさつをするԞ໊ࢀ▲

˝力強くؾݩに選खએを行うஂ長たち

　݄̐22（）౦ژのᅳላӃ大ֶΩϟンパスで
ୈ2�ճ౦ژ甲佐会総会およͼ࠙会が։࠵されまし
た。ಉ会（ؠ本ݑষ会長）はओにटࡏݍ住の本町出
身ऀなどでߏされ、会һ૬ޓのກとڷނである本
町とのަྲྀやใަなどを的にฏ̒にઃཱ。
総会では、本町にΏかりのある�0人が出੮し、ނ
。いをԹめަྲྀをਤりましたࢥへのڷ

ຊொग़ऀ͕集いڷނΛ͏ࢥ
ୈ27回東京甲佐ձ૯ձ・࠙ձ

　݄̑20（）甲佐தֶߍでୈ�1ճମҭ大会が։
の大「へのୈҰาʙ࢙෩ᔶʙ新たなྺ࣬」、され࠵
会ςーマのもと、શߍੜె2�0人がશ力でٕڝにྟΈ
ました。
　։会ࣜでは、本ਔߍ࢙長が「ੜెの皆さんは自分
たちのखでݶられたؒ࣌をし、ूதし、શ力でऔ
りんできました。̏ੜをத৺としたその࢟は、大
変すばらしいものでした。܅たちの本ؾの࢟を皆さん
にݟせて感動を༩えてཉしいとࢥいます」とあいさつ。
　各ஂ長のಊʑとした選खએから࢝まりԠԉ合ઓや
ஂମٕڝ、શһリレーなどのٕڝでઓが܁りげら
れました。
、り্げた「よさこいιーϥン」は࡞ੜెશһでࢠঁ　
๏ඃに身を包んだ̏ੜをத৺に՚やかなを൸࿐。
உࢠੜెશһでऔりんだ「ຽιーϥンઅ」では、
力強いԋで٬؍をັ了し、大きなഥखが送られまし
た。

ಛผͳؒ࣌Λؒͱڞʹ
ୈ51回甲佐中学ߍ体ҭ大ձ

こうさの०なใをൃ信！

▲ஓアϢを์ྲྀした後、সإをݟせる甲佐খ̏のࣇಐたち

　݄̐2�（）த甲ڮグリーンパークで、甲佐খ
の̏ੜ��人がஓアϢの์ྲྀ（長ߍ୩༟໌）ߍֶ
をମ験しました。αントリーभ熊本場（Յౡ町）
がڥอશ活動のҰとして、ࢠどもたちにਫڥの
大切さを伝えるために200�から࣮ࣇ。ࢪಐたちは
ڠۀړಉ合のڠ力のもと、ମ長̒ὦఔのஓアϢ
̍ສ̔ઍඖを์ྲྀしました。

Ͱେ͖͘ҭͬͯͶ
甲佐খ̏年ੜがஓアϢ̍万̔ઍඖを์ྲྀ

り্げた「よ࡞ੜెશһでࢠঁ▲
　さこいιーϥン」

▲શһリレーでઓを܁りげる
　ੜెたち

� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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　甲佐町フΟットωスηンターでは、
݄̒̏（）から݄̒�0（ۚ）
まで、ଌఆ会を࣮ࢪします。ͥͻこ
の機会に、ご自身の身ମのঢ়ଶをଌ
ఆしてΈませんかʁ

˔インϘσΟ
　ଌఆձ
　インϘσΟ
と は、 �0
ඵ で ମ  
を ଌ ఆ す る
機 会 で す。
ଌ ఆ で ے 
ྔ、ମࢷ、

。ྔがわかりますےのࢶ࢛
　この݁果をもとに、スタッフは運
動のアドόイスをします。（ଌఆ料
ۚ ���0ԁ）
Ҏ্の体力ଌఆձࡀ65˔
以্の人をରに、ମ力ଌࡀ��　
ఆ（Ѳ力・ยཱち・า行ςストな
ど）とインϘσΟଌఆ・アンέート
ௐࠪを行います。ଌఆ݁果をもとに、
身ମ的フレイル༧防のମૢや認知機
্のମૢをご紹介します。
　ごرの人は、甲佐町フΟットω
スηンター（町総合อ݈ࢱηン
ター）へిでご༧ください。

)eaMtI
木村çਅçさん

ï อ݈ࢣ ð݈߁だより

ੜ׆श׳ප͕͋Δͱ͕ࠎऑ͘ͳΔʁ

木ç༟子さんߥ
ʤ݈߁ӡಈ࣮ફࢦಋऀʥ

ࢣߨ月のࠓ

˔お問い合わせઌ
　甲佐町フΟットωスηンター
　（町総合อ݈ࢱηンター）
　ὸ0��ô2��ô8�12

▲甲佐町フΟットωスηンターで࣮ࢪする
ଌఆ会にͥͻおӽしください

'itness

甲佐町ϑΟッτωεηンタʔ
ごࣗの体のঢ়ଶを֬࠶ೝしませんか

月のհऀࠓ

　ੜ活श׳පからૈࠎしょうを起こすと࿈する人は
少ないとࢥいますが、࣮ は྆ऀにはਂい関わりがあります。
ੜ活श׳පがあるとີࠎがݮ少するだけでなく࣭ࠎが
ѱくなるので、පؾのない人にൺべてંࠎリスクがߴく
なることが分かっています。どちらも自֮ঢ়がදれに
くいため、重Խしてはじめてපؾのଘࡏにͮؾくこと
が少なくありません。
පとは׳श׆しΐうとؔ࿈がਂいੜૈࠎ˔
いことがわかっߴのリスクがંࠎしょうによるૈࠎ　
ているੜ活श׳පは、2ܕප、ຫੑਛଁප、ຫੑด
をѱくさ࣭ࠎ、පは׳です。これらのੜ活शױഏ࣬ੑ࠹
せる重要なපଶとして関༩しています。本町のऀױંࠎ
の多くにපやਛଁපのطԟྺがありました。
˔පがࠎをऑくする理༝とは
　食事からઁったਫԽは分ղされてϒドとな

り、؊ଁへえられ
て必要な分だけ݂液
தに送られ、Τωル
Ϊーݯとしてわれ
ます。このϒド
のྔをҰఆൣғに
ௐઅしているのがイ

ンスリンです。インスリンのಇきがѱくなり、ϒド
が݂液தにաに増え݂が্がったঢ়ଶが続くのが
පです。
　また、インスリンはࠎをつくるࠎժࡉ๔を増やす࡞用
もあるため、පでインスリンの࡞用が下すると、
の新ँで「つくる」よりも「յす」ಇきの方が強ࠎ
くなりີࠎが下します。
　΄かにもインスリンにはਛଁでϏタϛン % を活ੑܕ
Ϗタϛン % にするಇきがあり、活ੑܕϏタϛン % は
におけるΧルγϜのٵऩにܽかせません。පで
インスリンの࡞用の下や分ൻྔのෆがあると、食事
でΧルγϜをઁってもٵऩされにくくີࠎがݮ少し
ます。
˔පによるંࠎのリεクをݮらすたΊには
を׳を確認し、ੜ活शگࠪを受けて݂のঢ়߁݈　
しましょう。ঢ়がないからと์置するとো害を起ݟ
こしંࠎのリスクもߴめます。ૣྍ࣏ظૣ、ݟൃظとと
もに、ࠎの݈߁ରࡦも৺がけることが大切です。

˔お問い合わせઌ
　町݈߁ਪਐ՝
　（町総合อ݈ࢱηンター）
　ὸ0��ô2��ôÿþøø

���ใ ͜͏͞ 2�2��

kosa647_10�11_0.1ᗣ࣭ࡾࡼࡔス࣐イル.indd   10 2023/05/25   �:4�:22



˔ఔは変ߋになる場合があります。࠷新ใは町公ࣜェϒαイトなどをご確認ください

˔甲佐町子ҭてࢧԉηンタʔ（ཽ野อҭԂ）  ☎096-234-0305

̎日（金） 　体ଌఆ 	 ・体ॏ 

５日（月） 　おֆか͖
̓日（水） 　ϒϩック༡ͼ
̕日（金） 　子でಡॻ
12日（月） 　Ԃఉ༡ͼ
14日（水） 　ままごと༡ͼ
16日（金） 　ϓレθンτ作り
19日（月） 　おࢄา
21日（水） 　おやͭ作り（ཁ予）
23日（金） 　෩ધ༡ͼ
26日（月） 　น໘作り
2�日（水） 　࠭༡ͼ
30日（金） 　ࣣ༦০り作り

 ҭࣇ૬ஊ（ి・面）　 ݄ʙ༵ۚ　ޕલ̕�0࣌分ʙޕ後̐࣌

 ମ験อҭ　 ݄・ਫ・༵ۚ　ޕલ̕�0࣌分ʙਖ਼ޕ

本çڮ 
㆟ㆾㆌ

 ちΌん（̍̎ࡀカ月）
　・ढ़ さん　
　・෩Ֆ さん　（ઙҪ区）

　̍さい、おΊでとうὑ

　 ４か月݈ࣇ

　　̒月15日（木）　ޕ前࣌̕

　　̓月20日（木）　ޕ前࣌̕

　 ̓か月݈ࣇ

　　̒月15日（木）　ޕ前10࣌

　　̓月20日（木）　ޕ前10࣌

　 ピカピカ̍ࣨڭࡀ

　　̒月̎日（金）　ޕ前̕20࣌

　 ݈ࣇか月̒ࡀ̍

　　̓月11日（Ր）　࣌̍ޙޕ

　 すくすく̎ࣇࡀ子ҭて૬ஊ

　　̒月16日（金）　ޕ前̕20࣌

　 ݈ࣇࡀ̏

　　̓月11日（Ր）　20࣌̍ޙޕ

̒月・̓月のอ݈׆ಈ 　˔会場　町総合อ݈ࢱηンター

εϚイϧ
4NiMe

 ちΌんのসإ
 ืू中！
   ະब学ࣇのお子さんの

সإをใࢴにࡌܝしま
せんか？  Ԡืݶظは
ຖ月̓日まで。

   ごԠืおち
   しています▶

　■お問い合わせઌ
　町企画課
　☎096-234-1115

わが家の「সإ」を紹介します

月　日 当൪ҩ ి൪߸

̒月４日 ߥ  ප Ӄ 096-234-1161

̒月11日 ୩ 田 ප Ӄ 096-234-124�

̒月1�日 甲佐؟科クリχック 096-235-5600

̒月25日 ߥ  ප Ӄ 096-234-1161

˔݄̒のࢠҭͯࢧԉΧϨϯμʔ ൪ҩٳ˔

�� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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˙
ࣗ

ͱ
Ո

を
守
る
උ
͑
をɹ
ɹ
ɹ

ɹ
防
災
の
本
の
ί
ồ
φ
ồ
を
ઃ
ஔ
த
ʂ

　
日
本
は
ੈ
ք
的
に
み
て
も
災
害
が
多
い

国
で
す
。
地
震
、
台
風
、
ू
中
豪
雨
、
土

砂
崩
れ
な
ど
、
大
き
な
災
害
が
度
ʑ
起
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
も
し
も
の

時
に

に
ཱ
つ
防
災
の
知
識
や
知
ܙ
を
得

て
、
備
え
る
た
め
の
ख
助
け
と
な
る
本
の

ί
ồ
φ
ồ
を
作
り
、

հ
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
は
、
家
族
構
成
や
ډ
住
地
の
状

況
で
必
要
な
も
の
や
避
難
の
ํ
法
な
ど
が

ҟ
な
り
ま
す
。
ಛ
に
高
ྸ
ऀ
や
ೕ
༮
児
の

防
災
対
策
は
ॏ
要
で
す
。「
命
」
を
守
る

た
め
に
ぜ
ひ
お

ཱ
て
く
だ
さ
い
。

˙
̌
ࡀ
ࣇ
͔
Β
の
͓

ͳ
͠
ձ
に
ͭ
͍
ͯ

　

ਤ
ॻ
室
で
は
、
毎
月
ୈ
２
木
༵
日
に

「
０
ࡀ
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ֆ
本
の
ಡ
み
ฉ
か
せ
や
、
ख

ା
人
形
、
ख
༡
び
う
た
な
ど
ָ
し
い
内
༰

で
す
。
子
ҭ
て
中
の
อ
ޢ
ऀ
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
Ỵ
ん
、
お

あ
ち
Ỵ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
ܰ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
６
月
̔
日
（
木
）　
ޕ
લ
10
時
�0
分
Ỗ

●
会
場

　
お
は
な
し
の

や
（
甲
佐
町
生
֔
学
習

　
η
ン
タ
ồ
ਤ
ॻ
室
内
）

ௌಋݘの認ఆࢼ験に合֨した;く。パー
トφーになったΈかさん家族はશһࣖが
ฉこえません。;くは、֮ましܭ࣌の
アϥーϜやిࢠレンδのお知らせԻがな
ると家族にڭえます。ௌಋݘの事と
常をָしく伝えるֆ本。

Ϟϩッコのタδン、スϖインのΧスΤϥ、
のిುʜ。料ཧのそばにはಓ۩があ
った。ಓ۩のそばにはしの知ܙとจԽ
があった。ཱྀする料ཧ家が 14 の国と地
域をめ͙った食Τッηイ。家で࡞れる各
国の料ཧのレγϐもܝ載。

なͥ毒はあぶないのʁ毒はどうやってで
きるのʁ毒から自分をまもるにはʁ毒は
薬にもなるʁੜが持つ毒とԽ合の毒
をऔり্げ、そのಛや人ମへのӨڹな
どを、ࣸਅとともにわかりやすくղઆ。
ௐべֶशにもཱつ̍。

なͥリーμーはઓ૪をやめられないの
か。ςϩをなくすための力は「ਖ਼しい」
のか。国ࡍだけでなく、人ؒ関を
ԁにするώントもʜ。ઓ૪、力、ਖ਼
ٛ、国ࡍฏのਅ࣮をฆ૪ղֶܾのࢹ
からわかりやすくղઆ。

行きたいところに行けない人のもうͻと
つのମ、つまり「分身」になってくれる
ϩϘットができるまでのيを、։ൃऀ
のੜいཱちをいながら、ࣸਅとจで紹
介。そこに行けない人もಇける分身ϩϘ
ットΧフェੜൿもܝ載。

Ұൠਤॻ ಐॻࣇ

ՈͰͦͳ͑ΔࡂɾඃࡂϋϯυϒοΫ
ఱ ࡞ ࢠɾֆ／ΠʔετɾϓϨε

ௌಋݘ;͘ Ո͕Ͱ͖ͨʂ
ɹླ ͼΜ͜ ஶ／৽ຊग़൛ࣾ

ཱྀ͢ΔΩονϯ
ɹޱඌ ຑඒ ஶ／Ոのޫڠձ

Ͳ͏͢Ε૪いΛࢭΊらΕΔの͔
ɹ্ਿ ༐࢘ ஶ／ 8"7& ग़൛

ΈΜͳ͕知Γͨいʂෆٞࢥͳಟのͯ͢
ɹʮಟのͯ͢ʯฤ集ࣨ ஶ／ϝΠπग़൛

ΦϦώϝ ਓͱਓΛͭͳ͙ϩϘοτ
ɹ٢౻ ΦϦΟ ஶɹՃ౻ ӻࢠ จ／ࢠͲのະདྷࣾ

৽ணਤॻհ

町ੜ֔学शηンタʔ・ਤॻࣨ

☎ 096-234-2447（ઢ331）

■։ؗޕ　ؒ࣌前࣌̕５ޙޕ～࣌

日　　ຖिՐ༵ؗٳ■
　　　　　　年年࢝

■ିग़数　̍ਓ５まで

■ିग़15　ؒظ日ؒ

「その」に備える！災害から「໋」と「ੜ
活」をकるためのϋンドϒック。もしも
の࣌にཱつ防災の知ࣝや知ܙを、イϥ
ストやマンΨを用いてわかりやすくղઆ
する。防災γϛュレーγョンήーϜ「ク
ϩスϩード」も紹介。

ਤ
ॻ
ࣨ

ߦ
͜
͏


▲防災の本をूめたコーφーにͥͻおӽしください

◀
「
こ
う
さ
水
࠼
」
の
会
が

ඳ
い
た
過
去
の
作

ల

���ใ ͜͏͞ 2�2�2
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˙

ࣄ
ऀ
の
ཱ

に
ཱ
ỳ
た
ࢧ
ԉ
͕
େ


　
୭
も
が
事
݅
や
事
ނ
に
ר
き
ࠐ
ま
れ
、
被
害

ऀ
や
そ
の
家
族
の
ཱ
場
に
な
る
Մ
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
被
害
ऀ
や
そ
の
家
族
は
、


的
な
被
害
だ

け
で
な
く
、
ਫ਼
ਆ
的
な
被
害
や
࣏
ྍ
අ
の
ࢧ
出

な
ど
の
経
ࡁ
的
な
被
害
を
受
け
る
΄
か
、
ۙ
ྡ

住
民
な
ど
周
ғ
の
人
ʑ
の
ݴ
動
や
報
ಓ
機
ؔ
に

よ
る
取
ࡐ
お
よ
び
報
ಓ
な
ど
で
、
χ
次
被
害
を

受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
被

害
ऀ
の
ݱ
状
を
理
解
し
、
被
害
ऀ
の
心
に
د
り

ఴ
い
、
被
害
ऀ
の
視

で
ࢧ
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

˙
Ͳ
Μ
ͳ
՝

͕
͋
Γ
·
͢
͔
ʁ

　
൜
ࡑ
被
害
ऀ
や
そ
の
家
族
は
、
あ
る
日
ಥ
然

ෆ
法
な
行
ҝ
に
よ
り
、
身
体
を
ই
つ
け
ら
れ
、

生
命
を
ୣ
わ
れ
る
な
ど
の
身
体
的
被
害
の
΄
か

に
、
ऩ
ೖ
が
్
絶
え
、
生
活
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
経
ࡁ
的
被
害
、
さ
ら
に
は
、
ϝ
σ
ỹ
ア

の
過

取
ࡐ
や
周
ғ
の
人
ʑ
の
心
な
い
う
わ
さ

や
中
ই
、
ภ
見
に
よ
り
、
ਫ਼
ਆ
的
ۤ
௧
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
事
や
子
ҭ
て
、

ब
࿑
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活

の
Ө
ڹ

に
お
い
て
も
ۤ
し
ん
だ
り
、
周
ғ
と
の

৮
を

た
め
ら
い
、
ࣾ
会
か
ら
ݽ
ཱ
し
て
し
ま
う
事
例

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
൜
ࡑ
被
害
ऀ
や
そ
の
家

族
の
人
ݖ
を
守
る
た
め
に
は
、
ਫ਼
ਆ
的
被
害
に

対
応
す
る
た
め
の
Χ

ン
η
リ
ン
グ
な
ど
の
こ

こ
ろ
の
έ
ア
を
行
う
こ
と
や
、
൜
ࡑ
被
害
ऀ
や

そ
の
家
族
の
た
め
の
人
ݖ
૬
ஊ
を
ॆ
実
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

※
۽
本
県
人
ݖ
ݚ
म
ς
Ω
ス
ト
令
和
２
年
度
人

　
ݖ
全
ൠ
ฤ
よ
り
作
成

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
ࣾ
会
ڭ
ҭ
՝

　
☎
０
９
６
ổ
２
３
４
ổ
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲ອ画ɿࢠాࡩさん

人
権�

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

൜
ࡑ
ඃ

ऀ
ͳ
Ͳ
の
ਓ
ݖ

　݄̐22（）甲佐町ੜֶ֔शηンター・ϗールおよ
ͼΪϟϥリーϞールで甲佐町公ຽؗ自ओ講ֶ࠲शൃද会が
4ぶりに։࠵され、受講ੜが自ओ講࠲でऔりんだֶश
の果がൃදされました。
　スςーδൃදでは、大ਖ਼ۏやフϥμンス、Ωッζμンス
などの11講࠲から100人が出場。՚やかなҥでࠒ
の࿅शの果をൃදしました。ΪϟϥリーϞールでは、
パッチϫークやਫ࠼画、ॻಓなどの̑講࠲の࡞品をలࣔ。
各講࠲の自ຫの࡞品がలࣔされました。
　དྷ場ऀは「ؾݩなࢠどもたちのགྷりをݟて、甲佐町のক
དྷにظが持てそうです」とসإをݟせました。
　自ओ講࠲の受講ੜはਵूื࣌しています。講ֶݟ࠲など
もできますので、まずはおܰؾに町ڭҭҕһ会公ຽؗ事
शൃද会で行われたレクリΤーγョンμンスֶ࠲におਘねください。▲自ओ講（ҭ՝ڭ町ࣾ会）ہ

町ެຽؗࣗओ࠲ߨ
ެຽؗࣗओֶ࠲ߨशൃ表ձ͕̐ͿΓʹ։࠵

ɹொੜֶ֔शηϯλʔɾΪϟϥϦʔϞʔϧలࣔのお知らせɹʙ݄̒ʙ

　˔水࠼画作లࣔ
　　水࠼画クϥϒʮこうさ水࠼」の
　ձһ作をలࣔします。
～月̓日（水）̒　ؒ　ظ▶　 21 日（水）
　▶ओ　࠵　ʮこうさ水࠼」のձ

◀
「
こ
う
さ
水
࠼
」
の
会
が

ඳ
い
た
過
去
の
作

ల

community learning center

■お問い合わせઌ
町ڭҭҕһձެຽؗࣄہ
☎096-234-2447（ઢ321）

�� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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˙
「
ϓ
ϖ
ϧ
ό
ε
」
が
町

を
८
ճ

　

５
月
12
日
（
金
）
ֆ
本
「
え
ん
と
つ

町
の
プ
ϖ
ϧ
」（


྄
ኍ
ஶ
）
の
ੈ
ք

観
が
ָ
し
め
る
Ҡ
動
ࣜ
個
ల
会
場
「
プ

ϖ
ϧ
バ
ス
」
が
本
町
の
各
อ
ҭ
Ԃ
（
ए


・
Ե
ঁ
・
ཽ

）
や
୩
田
病
Ӄ
を
८

ճ
し
ま
し
た
。

　

今
ճ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
௱
屋
ॻ
ళ
を

ӡ
Ӧ
す
る
（
ג
）
χ
ỿ
ồ
ί
・
ϫ
ン
が

主
催
。
マ
ϧ
γ
ỻ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ؔ

わ
り
の
あ
っ
た
（
一
ࣾ
）
ύ
Ϩ
ッ
ト
や

୩
田
病
Ӄ
が
協
力
し
、
本
町
で
の
開
催

が
実
ݱ
し
ま
し
た
。

　
「
プ
ϖ
ϧ
バ
ス
」
は
人
気
の
個
ల
な
が

ら
、
開
催
会
場
ま
で

を
ӡ

な
い
子

ど
も
た
ち
に
も
見
て
΄
し
い
と
、
༗
志

の
人
か
ら
出
資
を
ื
る
ク
ラ

υ
ϑ
Ỹ

ン
σ
ỹ
ン
グ
（
̘
̛
）
で

生
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
อ
ҭ
Ԃ
の
Ԃ
児
や

う
わ
さ
を
ฉ
き

け
た
町
民
た
ち
が
๚

れ
、
バ
ス
の
લ
で
ࣸ
ਅ
を
ࡱ
っ
た
り
、

バ
ス
の
中
で
ޫ
る
ૠ
ֆ
を
見
た
り
し
て

ָ
し
み
ま
し
た
。
୩
田
病
Ӄ
の
ற
ं
場

で
は
、「
プ
ϖ
ϧ
バ
ス
」
が
ొ
場
す
る
時

間
に
あ
わ
せ
て
ݹ
田
ύ
ン
（
甲
佐
町
）

や
中
津

༲
げ
と
り
Յ
（
ඒ
ཬ
町
）
な

ど
が
出
ళ
。
会
場
は

子
連
れ
な
ど
で

大
い
に

り
上
が
り
ま
し
た
。

▲「プϖルόス」のޫるૠֆをݟて、সإをݟせるएอҭԂのԂࣇたち

ޫ
る
ֆ
本
͕
ָ
͠
め
る
Ҡ
ಈ
ࣜ
ݸ
ల
ձ


ủ
ϓ

ϧ
ό
ε
Ứ
͕

ỳ
ͯ
͖
た
ʂ

　

４
月
1�
日
（
水
）
Ỗ
20
日
（
木
）
国
ཱ

Ѩ
ો
੨
গ
年
ަ
流
の
家
で
新
ೖ
生
॓
ധ
ݚ

म
が
行
わ
れ
、
今
年
度
ೖ
学
し
た
生
ె
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
新
ೖ
生
॓
ധ
ݚ
म
は
新
ೖ
生
が
高
校
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
高
校
生
活
に
対
す

る
心
構
え
を
身
に

け
て
も
ら
う
と
と
も

に
団
体
生
活
に
よ
っ
て
、
協
ௐ
性
・
ࣾ
会

性
を
身
に
つ
け
、
ク
ラ
ス
の

ກ
を
深
め

る
目
的
で
甲
佐
高
校
が
開
催
。
今
ճ
は
、

田
中
߁
一
郎
校
長
を
は
じ
め
、
各
୲
当
に

よ
る
講
話
を
௨
し
て
ू
団
生
活
に
お
け
る

ྱ
ّ
と
ن

、
甲
佐
高
校
生
と
し
て
の
心

構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、グ
ϧ
ồ
プ
Τ
ン
Χ

ン
タ
ồ
（
ޓ

い
を
知
り
合
う
活
動
）
や
Ѩ
ો
ਆ
ࣾ
周
辺

に
あ
る
「
水
ج
め
ぐ
り
」、
バ
ス
έ
ッ
ト
Ϙ

ồ
ϧ
な
ど
の
ス
ϙ
ồ
π
ަ
流
で
新
ೖ
生
が


ກ
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
ె
は
「
こ
の
ݚ
म
で
団
体

行
動
の
大
切
や
学
校
生
活
の
ϧ
ồ
ϧ
に
つ

い
て
学
Ϳ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
ラ
ス
を
超
え
た
学
年
の
ឺ
も
深
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
ݚ
म
で
学
ん
だ
こ
と
、
ங
い

た
団
݁
力
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
」
と
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
に
ظ

を

ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

॓

ധ

ݚ

म

Ͱ



ؒ

ͱ

の



ກ

を

ਂ

め

る

˛「ਫجめ͙り」（্）やѨોਆࣾ（下）でກを
ਂめる甲佐ߍߴの新入ੜたち

甲佐ߍߴϗʔϜϖʔジでも
▶ϥイϑをൃ৴中ですߍߴ

ັ力ൃ৴！甲佐ߍߴ௨৴   WPM� 03

Town Development
甲佐町まちͮくりٞڠձ

  県立甲佐ߍߴ（甲佐町ԣ田 327）　☎ 096-234-0041

子どもたちに笑顔を届ける
　ॳめての「プϖルόス」のイ
ϕントの։࠵でしたが、たくさ
んの方ʑにごࢀՃいただき、あ
りがとうご͟いました。ࠓ後も、
どもたちや町ຽの皆さんがসࢠ
していڙになるイϕントをఏإ
きたいとࢥいます。

౻Ҫçকࢤçさん
୩ాපӃ・（Ұࣾ）パレット

���ใ ͜͏͞ 2�2�4
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日 月 Ր 水 木 金 
５�2�

 ϚイφϯόーΧーυ
ޱ૭ٳ�
 （町住ຽੜ׆課）

５�29

ৼସ࠲ޱ�
 （町税課）

５�30

 

５�31

�ϚイφϯόーΧー
υ
�ؒ૭ޱ
 （町住ຽੜ׆課）
 ೲݶظ
�ؒ૭ޱ
�ܰࣗಈं੫ʢछผׂʣ
�োݮऀ໔ਃݶظ
 （町税課）

̍
 ͳӦۀ։࢝
 （町企画課）
 ফඅੜ׆૬ஊ
 （ਓいこいの家）
 ۠ୡߦ 
 （町૯課）

̎
 

̏
�௨ৗऩूしͳ͍
�͝Έのऩू
 （町ڥӴੜ課）

４
 

５
 ๏ɾਓݖɾߦ૬ஊ
 （町ຽηンタʔ）

̒
 

̓
 

̔
�ফඅੜ׆૬ஊ
 （ਓいこいの家）

̕
 

10

11
 ϚイφϯόーΧーυ
ޱ૭ٳ�
 （町住ຽੜ׆課）
 

12 13
 

14
 ϚイφϯόーΧーυ
�ؒ૭ޱ
 （町住ຽੜ׆課）

15
 ফඅੜ׆૬ஊ
 （ਓいこいの家）
 ۠ୡߦ 
 （町૯課）

16
 

17

1�
 

19
 ৺͝ͱ૬ஊ
 （町ຽηンタʔ）

20 21
 ೝに͍ͭͯの
�૬ஊձ
 （町ࢱ課）

22
 ফඅੜ׆૬ஊ
 （ਓいこいの家）

23 24
 

25
 ϚイφϯόーΧーυ
ޱ૭ٳ�
 （町住ຽੜ׆課）

26 27 2�
�ϚイφϯόーΧー
υ
�ؒ૭ޱ
 （町住ຽੜ׆課）
ৼସ࠲ޱ�
 （町税課）

29
 ফඅੜ׆૬ஊ
 （ਓいこいの家）

30
 ೲݶظ
�ؒ૭ޱ
 （町税課）

̓� ̍

�ಛఆ݈ɾएऀ݈
�ɾがΜݕʢʙ̓ʗ̓ʣ
 （町૯合อ݈ࢱηンタʔ）

※ やむをಘずதࢭ・Ԇظになる場合があります。

R5.6 甲佐町イϕンτカレンμʔ ⾢詳細はェϒαイτ
　でご֬ೝくさだい。

�� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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町かΒの͓Βͤ

˔̓月から֤छ݈を࣮ࢪします
　݈は、自分のମのঢ়ଶを確認する大切な機会です。
　݈を受けることでੜ活श׳පをૣݟൃظすることができれば、ੜ活श׳のݟしなどを૬ஊし、อ
、පは自֮ঢ়が出にくく׳පのѱԽを防͙ことにつながります。ੜ活श׳ಋを受けることでੜ活शࢦ݈
かないうちにΏっくりと確࣮にਐ行している場合があります。ঢ়が出てからରॲすると、入Ӄやؾ
खज़、長ظにわたるྍ࣏やリϋϏリなどല大なおۚがかかってしまうことになります。
　݈でපؾをະવに防͙ことは、շదなຖを送るだけでなく、ҩྍඅのઅにもつながり家ܭへの
ख助けにもなります。
　町では、�݄から町総合อ݈ࢱηンターでಛఆ݈、एऀ݈、後݈ऀྸߴظなどの各छ݈を
。しますࢪ࣮
　町の݈では、国ຽ݈߁อݥඃอऀݥや後ऀྸߴظҩྍอݥඃอऀݥなどの受අ用を町がҰ部ෛ୲
します。ݸ人ෛ୲も少なくࡁむ町の݈をͥͻごར用ください。

˔݈のి子ਃड付にͭいて
　ྩ̏からిࢠਃαーϏスで݈のਃしࠐΈができるようになりました。݄̒1�（Ր）ま
でにిࢠਃαーϏスからਃしࠐんだ人は݄̓に࣮ࢪする݈をごҊします。݄̒14（ਫ）以߱
のਃしࠐΈは、町݈߁ਪਐ՝におਘねください。

˔町の݈を町ެࣜェϒαイτでհしています
住ຽ݈について詳しくܝ載していますのでͥͻごཡになり、おಘに݈を受けましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳ࡉは町公ࣜェϒαイトをごཡください⾣

ʲお問い合わせઌʳ
・町住ຽੜ活՝
　ὸ̌̒̕ー̎̏̐ʵ̍̍̍̏（ઢ̍̌̔）
・町݈߁ਪਐ՝（町総合อ݈ࢱηンター）
　ὸ̌̒̕ー̎̏̑ʵ̔̓̍̍

年に̍回の݈で、ࣗの体のঢ়ଶを֬ೝしましΐう！
डけれていませんか？ಛఆ݈・एऀ݈・݈ऀྸߴظޙ

݈名 ؒظࢪ࣮ ରऀ ਓෛ୲金ݸ ݈༰

ಛఆ݈およͼ
एऀ݈

̓月̍日（）
～̓月̓日（金）

本町のࠃຽ݈߁อ
にՃ入しているݥ
のਓࡀ74～ࡀ20

1000円（町ෛ୲
�020円）

体֨ࠪݕ・݂ӷݕ
ࠪ・ࠪݕ・݂ѹ
ଌఆ・৺ిਤࠪݕ・
ҩࢣのなど

݈ऀྸߴظޙ ̔月25日（金）
～̔月2�日（月）

Ҏ্のਓおよࡀ75
ͼҰఆのোがいが
͋る65ࡀҎ্のޙ
ҩྍඃอऀྸߴظ
ऀݥ

�00円（町ෛ୲
�000円）

体֨ࠪݕ・݂ӷݕ
ࠪ・ࠪݕ・݂ӷ
ଌఆ・৺ిਤࠪݕ・
ҩࢣのなど

※্記の݈とซせて「がんݕ」も࣮ࢪします。「がんݕ」はࠪݕのछྨでରྸとݸ人ෛ୲ۚがҟな
　ります。詳ࡉは、町݈߁ਪਐ՝（町総合อ݈ࢱηンター）までおਘねください。
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I n f o r m a t i o n

گொใެ։ྫのӡ༻ঢ়ࠤߕ

ࣗ

の
ಛ
ٕ
を
地
域
に
׆
͔
͠
ͯ
Έ
·
ͤ
Μ
͔
ʁ

ਓ
ࡐ
σ
ồ
λ
ό
ϯ
Ϋ
に
ొ

͓
ئ
͍
͠
·
͢

˙
ߕ
ࠤ
町
ੜ
֔
ֶ
श
ਓ
ࡐ
σ
ồ
λ
ό
ϯ
Ϋ
ͱ


　
町
ڭ
ҭ
ҕ
員
会
で
は
、
ス
ϙ
ồ
π
や
生
֔

学
習
な
ど
の
指
ಋ
ऀ
や
ࢧ
ԉ
ऀ
を
発
۷
・
ҭ

成
を
す
る
た
め
に
「
甲
佐
町
生
֔
学
習
人
ࡐ

σ
ồ
タ
バ
ン
ク
」
を
ઃ
ஔ
し
て
い
ま
す
。

　
人
ࡐ
σ
ồ
タ
バ
ン
ク
は
、
活
動
団
体
や
事

ۀ

指
ಋ
ऀ
の

հ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
す
。

˙
օ
͞
ん
の
ご
協
力
を
お
ئ
い
し
ま
す

　
町
ࣾ
会
ڭ
ҭ
՝
が
子
ど
も
た
ち
に
ఏ
ڙ
す

る
、
ス
ϙ
ồ
π
や
自
主
学
習
、
ੲ
༡
び
と

い
っ
た
体
験
・
ަ
流
活
動
を
ԁ

に
実
施
す

る
た
め
に
は
、
指
ಋ
ऀ
お
よ
び
ࢧ
ԉ
ऀ
の
協

力
が
必
要
ෆ
Մ
ܽ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
݈
や
か
な
成
長
の
た
め
に

も
皆
さ
ん
の
「
甲
佐
町
生
֔
学
習
人
ࡐ
σ
ồ

タ
バ
ン
ク
」
の
ొ
録
を
お

ち
し
て
い
ま
す
。

●
ݱ
ࡏ
׆
動
し
て
い
る
ஂ
ମ

▼
ま
つ

ま
क़

　
児
童
を
対

に
行
う
์
՝
後
子
ڙ
ڭ
室
。


ۀ
体
験
や
木
ࡐ
加
工
な
ど
を
実
施
。

▼
૯
合
ܕ
地
Ҭ
ε
ϙ
ồ
π
ク
ϥ
ϒ

　
ス
ϙ
ồ
π
や
จ
化
活
動
を
行
う
ަ
流
の
場

「
̞
・
̮
̤
̪
ス
ϙ
ồ
π
í
Χ
ϧ
ν
Ỿ
ồ
ク

ラ
ϒ
」
ス
ϙ
ồ
π
の
΄
か
に
も
์
՝
後
自
習

室
や

ಓ
、
ಃ
ܳ
な
ど
も
実
施
。

▼
甲
佐
町
ະ
དྷ
क़

　
甲
佐
中
生
ె
を
対

に
し
た
学
習
ࢧ
ԉ
。

▼
地
Ҭ
学
校
協
ಇ
׆
動

　

地
域
と
学
校
が
連
ܞ
・
協
働
し
て
行
う

学
校
ࢧ
ԉ
活
動
。

●
登
録
方
๏

　
「
甲
佐
町
生
֔
学
習
人
ࡐ
σ
ồ
タ
バ
ン
ク
」

の
ొ
録
は
、
町
ެ
ࣜ

ỻ
ϒ
α
イ
ト
ま
た
は

町
ࣾ
会
ڭ
ҭ
՝
に
あ
る
ొ
録
ਃ

ॻ
に
必
要

事
項
を
記
ೖ
の
う
え
、
町
ࣾ
会
ڭ
ҭ
՝
૭
ޱ

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ừ
お
問
い
合
わ
せ
先
Ử

　
町
ࣾ
会
ڭ
ҭ
՝

　
☎
０
９
６
ổ
２
３
４
ổ
２
４
４
７

　
（
内
線
３
２
５
）

　甲佐町ใ公։ྫ（ฏ1�甲佐町ྫୈ20߸）ୈ2�の規ఆにより、ྩ̐のใ公։੍
の運用ঢ়گを࣍のとおり公දします。

区　

ࢪ࣮
名ؔػ

ެจॻの։ࣔ ৹ࠪٻ

ٻ
݅数

ॲ理ঢ়گ ٻ
݅数

ॲ理ঢ়گ
։ࣔ ෦։ࣔ ෆ։ࣔ ͦのଞ ։ࣔ ෦։ࣔ ෆ։ࣔ ͦのଞ

町 ̎̏ ̍̓ ４ ̌ ̎ ̍ ̌ ̍ ̌ ̌

ٞձ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌

ҭҕһձڭ ̎ ̎ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌

બڍ理
ҕһձ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌

ࠪҕһ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌

ۀҕһձ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌

ධՁ࢈ࢿఆݻ
৹ࠪҕһձ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌ ̌

合計 ̎５ ̍̕ ４ ̌ ̎ ̍ ̌ ̍ ̌ ̌

ʲお問い合わせઌʳ
　町総՝
　ὸ̌̒̕ー̎̏̐ʵ̍̍̐̌（ઢ̎̎̑）

ৄ
ࡉ
は
町
ެ
ࣜ

ỻ
ϒ

α
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

▲まつやま塾でࣇಐたちにࠄを
ಋऀࢦえるڭ

�� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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͓

Β
ͤ

甲

佐

町

長

選

挙

の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

　
甲
佐
町
長

ظ
ຬ
ྃ
に

う
甲
佐
町
長

議
選
ڍ
を
令
和
５
年
̔
月
に
ࣥ
行
し
ま

す
。
町
選
ڍ

理
ҕ
員
会
で
は
、
ཱ
候
ิ

予
定
ऀ

ཱ
候
ิ
の
ख
続
や
留
意
事
項
な

ど
に
つ
い
て
આ
໌
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
ཱ
候
ิ
予
定
ऀ
本
人
ま
た
は
そ
の
代
理

人
、
選
ڍ
ӡ
動
を
౷
ׅ
す
る
人
、
出
ೲ



ऀ
な
ど

▼
開
催
日
時

　
６
月
28
日
（
水
）
ޕ
後
１
時
�0
分

▼
会
場

　
甲
佐
町
生
֔
学
習
η
ン
タ
ồ
・
ݚ
म
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
ڍ

理
ҕ
員
会
（
町
総

՝
内
）

　
☎
０
９
６
ổ
２
３
４
ổ
１
１
４
０

　
　
（
内
線
２
２
２
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
の

資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
ひ
と
り

家

ఉ
の
人
の
ब
ۀ
を
ࢧ
ԉ
す
る
た
め
、
必
要

な
資
格
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
̬
̾
́
̳
３
ڃ
や
̚
͇
̲
̴

̻
３
ڃ
、

記
３
ڃ
と
い
っ
た
資
格
取
得

の
た
め
の
Φ
ン
ラ
イ
ン
त
ۀ
も
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人
）

・
県
内
の
ひ
と
り

家
ఉ
の

、　
子
ど

も
お
よ
び
Չ
්
の
人
（
۽
本
市
在
住
の
人

を
আ
き
ま
す
）

・
ر

す
る
講
習
会
の
全
日
ఔ
に
出
੮
Մ

能
で
、
技
能
・
資
格
取
得
に
意
ཉ
の
あ
る
人

▼
開
催
講
座
と
受
講
期
間

①
医
療
事
務
講
座

・
受
講
ظ
間

　
12
月
３
日
（
日
）
Ỗ
２
月
11
日
（
日
）

の
毎
ि
日
༵
日
（
計
10
ճ
）

②
医
薬
品
登
録
販
売
者
受
験
対
策
講
座

・
受
講
ظ
間

　
̔
月
５
日
（
土
）
Ỗ
11
月
2�
日
（
土
）

の
毎
ि
土
༵
日
（
計
1�
ճ
）

▼
受
講
場
所

①
ޫ
の

町
民
η
ン
タ
ồ
「
Ω
Ỿ
ϩ
ッ
ϐ

　
ア
（
٠
ཅ
町
）

②
۽
本
市
உ
ঁ
共
同
参
画
η
ン
タ
ồ
「
は

あ
も
に
い
」（
۽
本
市
）

▼
申
込
期
限

①
11
月
12
日
（
日
）

②
７
月
1�
日
（
土
）

※
ৄ
ࡉ
は
町
ެ
ࣜ

ỻ
ϒ
α
イ
ト
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
۽
本
県

子
家
ఉ

ब
ۀ
・
自
ཱ
ࢧ
ԉ

η
ン
タ
ồ

　
☎
０
９
６
ổ
３
３
１
ổ
６
７
３
６

６

月

１

日
（

木

）

は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
全
国
人
ݖ
༴
ޢ
ҕ
員
連
合
会
で
は
、
毎

年
６
月
１
日
を
「
人
ݖ
༴
ޢ
ҕ
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
ಛ
ઃ
の

人
ݖ
૬
ஊ
所
を
開
ઃ
す
る
な
ど
、
一

の

人
ݖ
ଚ
ॏ
ࢥ
想
の
ී
ٴ
高
༲
に

め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
૬
ஊ
は
無
料
で
ൿ
ີ
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
ܰ
に
ご
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

※
૬
ஊ
は
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
先

　
み
ん
な
の
人
ݖ
１
１
０
൪
（
全
国
共
௨

人
ݖ
૬
ஊ
μ
イ
Ϡ
ϧ
）

　
☎
０
５
７
０
ổ
０
０
３
ổ
１
１
０

「
不
動
産
に
ま
つ
わ
る
な
ん
で
も

相

談

会

」

が

開

催

　

ෆ
動
࢈
に
ؔ
す
る
お

み
に
࢘
法
ॻ

士
・
土
地
家
屋
ௐ
ࠪ
士
が
お

え
し
ま
す
。

૬
ஊ
会
場

行
く
こ
と
が
ࠔ
難
な
場
合
は
、

ి
話
で
も
૬
ஊ
が
で
き
ま
す
。

くΒしの情報
  L0$"L /&84 ˍ
  L0$"L */'0R."5*0/

 イϕンτの։࠵にؔする詳細は
　 ֤問い合わせઌにご֬ೝください

お問い合わせ先一覧
 甲佐町役
　 096-234-1111（ද）

 甲佐町อ݈ࢱηンタʔ
　 096-235-�711

 甲佐町ڭҭҕһձ
　（町ੜ֔学शηンタʔ）
　 096-234-2447

 水ಓ理ηンタʔ
　 096-234-0755

 町ຽηンタʔ
　 096-234-2459

 ਓܜいの家
　（	 ࣾ 
甲佐町ࣾձٞڠࢱձ）
　 096-234-0423

 ޚધ町甲佐町Ӵੜࢪઃ合
　（クリʔンηンタʔ）
　 096-2�2-06��

 ্ӹফ防ॺ
　 096-2�2-1955

 ޚધܯॺ
　 096-2�2-1110

 ্ӹҬ࿈合
　 096-237-2�91

 県্ӹҬৼہڵ
　 096-2�2-2111（ද）

 県ޚધอ݈所
　 096-2�2-0016

 県ி
　 096-3�3-1111（ද）

���ใ ͜͏͞ 2�2��
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໘
ஊ
を
ر

さ
れ
る
人
は
事
લ
に
予


を
お
ئ
い
し
ま
す
（
予

క
切
６
月
1�
日

正
ޕ
ま
で
）。

▼
開
催
日
時

　
６
月
1�
日
（
土
）
ޕ
લ
10
時
Ỗ
ޕ
後
４
時

▼
開
催
場
所

①
市
民
会
ؗ
γ
ア
ồ
ζ
ϗ
ồ
ム
ເ
ϗ
ồ
ϧ

②
宇

市
ෆ
知
火
防
災
拠

η
ン
タ
ồ

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
࢘
法
ॻ
士　
松
Ԭ
正
ޗ

　
☎
０
９
６
ổ
２
̔
̔
ổ
２
１
５
１

飼

い

主

の

い

な

い

猫
と
の
向
き
合
い
方

　
ࣂ
い
主
の
い
な
い
ೣ
に
対
し
て
間
ҧ
っ

た
ੈ
話
を
す
る
と
、
ۙ
ྡ
の
生
活

ڥ
悪

化
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
Ӥ
を
༩
え
る

場
合
は
、
ஔ
き
Τ
α
は
絶
対
に
や
め
、
ࣂ

い
主
の
い
な
い
ೣ
を
こ
れ
Ҏ
上
૿
や
さ
な

い
た
め
に
避

去

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
ࣂ
い
主
の
い
な
い
ೣ
に
対
す

る
避

去

ख
ज़
අ
の
ิ
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
ӹ

地
域
ৼ
ڵ
ہ
Ӵ
生

ڥ
՝

　
☎
０
９
６
ổ
２
̔
２
ổ
０
０
１
６

令
和
６
年
４
月
「
熊
本
県 

夜
間
中
学
」
が
開
校
し
ま
す

　
「
夜
間
中
学
」
と
は
市
町
村
や
都
ಓ


県
が
ઃ
ஔ
す
る
中
学
校
に
お
い
て
、
夜
の

時
間
ଳ
な
ど
に
त
ۀ
が
行
わ
れ
る
ެ
ཱ
中

学
校
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▼
夜
間
中
学
の
特
徴

・
夜
に
त
ۀ
が
行
わ
れ
ま
す

・
त
ۀ
料
や
ڭ
Պ
ॻ
代
は
無
料
で
す

・
月
༵
Ỗ
金
༵
ま
で
、
１
日
４
時
間
、
༦

ํ
か
ら
夜
に
か
け
て
ன
の
中
学
校
と
同
じ

ษ
強
を
行
い
ま
す

・
す

て
の
ษ
強
が
ऴ
わ
れ

、
中
学
校

ଔ
ۀ
で
す

▼
入
学
対
象
者

・
さ
ま
ざ
ま
な
理
༝
に
よ
り
中
学
校
を
ଔ

ۀ
し
て
い
な
い
人
（
県
内
在
住
の
1�
ࡀ
Ҏ

上
の
人
）

・
中
学
校
は
ଔ
ۀ
し
た
が
、
ෆ
ొ
校
や
家

ఉ
の
事
情
な
ど
で
あ
ま
り
学
校
に
い
け
な

か
っ
た
人

・
ษ
強
し
た
い
֎
国
人

▼
建
設
予
定
地

　
県
ཱ
༙
心
ؗ
高

学
校
内

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
ڭ
ҭ
ி
市
町
村
ڭ
ҭ
ہ
ٛ

ڭ
ҭ
՝

夜
間
中
学
ઃ
ஔ
準
備
൝

　
☎
０
９
６
ổ
３
３
３
ổ
２
６
̔
９

くらしのใ

町税などの滞納処分（４月分）

छ　ผ 件数・ֹۚなど

 ࡧ ̌件

ࠩ し ԡ さ え 件 数 ̍件

公 ച ճ 数 ̌ճ

公 ച 件 数 ̌件

ೲॲ分関࿈ऩ入 2��41�ԁ

tax

事件・ 事 故 件 数

छ　ผ ൃੜ件数
݄̐ ྦྷܭ

人 身 事 ނ ̎ ̑

 ଛ 事 ނ 14 ��

౪ 難 な ど ̌ ̌

݄̐�0ࡏݱ

traffic safety

出 動 火 災 件 数

छ　ผ ൃੜ件数 લൺֱ

家  ̏ （̍）

ݪ  10 （̎）

そ の ଞ 12 （̎）

合 ܭ 件 数 2� （̑）
݄̑1�ࡏݱ（Χッコはલൺֱ）

fire prevention

　熊本新ฉࣾओ࠵でྫࣥり行われる්ۚࠗදজに֘
するご්を受けけています。
˔֘当するご්
　ত481݄1からಉ12݄�1までのؒに݁ࠗし、本
でຬ�0をܴえるご්
˔ड付ؒظ
　݄̒�0（ۚ）まで
˔ਃしࠐみํ๏
　֘するご්は、町総՝へおਃしࠐΈください。ి
でも受けけます。各行政۠でのऔりまとめは行いませんの
でごҙください。
˔දজࣜయなどにͭいて 
　݄̔下०に熊本新ฉ্ࢴにご්の໊ࢯ・ྸがܝ載さ
れます。また、町։࠵のදজࣜを町ੜֶ֔शηンター・ϗール
で݄̒̕（ਫ）に行う༧ఆです。

ʲお問い合わせઌʳ
　町総՝　ὸ̌̒̕ー̎̏̐ʵ̍̍̐̌（ઢ̎̎̎）

金婚夫婦表彰のお知らせ
ত 48 ご݁ࠗのご්へ

�� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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͓

Β
ͤ

ফ
අ
ੜ
׆
૬
ஊ
ࣨ
の

ి

૬
ஊ
に
ͭ
͍
ͯ

　　
町
で
は
、
܊
内
４
町
と
連
ܞ
し
て
、
消

අ
生
活
૬
ஊ
室
を
開
ઃ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
૬
ஊ
室
で
は
、
๚
問
ൢ
ച
や
ܖ


上
の
ト
ラ
ϒ
ϧ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
消

අ
ऀ
問

に
ઐ

の
૬
ஊ
員
が
対
応
し
ま

す
。
૬
ஊ
は
無
料
で
す
。
ൿ
ີ
は
守
ら
れ

ま
す
。

　
૬
ஊ
室
に
は
、
最
ۙ
、
高
ྸ
ऀ
を
ૂ
っ

た
๚
問
ൢ
ച
な
ど
に
ؔ
す
る
૬
ஊ
が
多
く

د
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ϒ
ϧ
を
ະ
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
１
人
で

ま
ず
に
お

ి
話
く
だ
さ
い
。
ߪ
ೖ
し
て
し
ま
っ
た



や
ܖ

ॻ
は
૬
ஊ
室
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
設
時
間

　
ޕ
લ
�
時
Ỗ
ޕ
後
４
時
（
正
ޕ
Ỗ
ޕ
後

１
時
を
আ
く
）

※
土
・
日
༵
日
、
ॕ
日
お
よ
び
年

年
始

　
を
আ
き
ま
す
。

▼
開
設
曜
日
・
会
場

●
月
曜
日

　
ӹ

町

場
ி
ࣷ
２
֊
消
අ
生
活
૬
ஊ
室

　
☎
０
９
６
ổ
２
̔
６
ổ
３
２
１
０

●
火
曜
日

　
ޚ
ધ
町

場
ி
ࣷ
２
֊
会
議
室

　
☎
０
９
６
ổ
２
̔
２
ổ
１
２
２
６

●
水
曜
日

　
Յ
ౡ
町

場
ி
ࣷ
内
૬
ஊ
室

　
☎
０
９
６
ổ
２
３
７
ổ
１
１
１
２

●
木
曜
日

　

甲
佐
町

人
い
こ
い
の
家
Ϙ
ラ
ン　

ς
ỹ
ア
室

　
☎
０
９
６
ổ
２
３
４
ổ
３
２
２
３

●
金
曜
日

　
ࢁ
都
町

場
１
֊
૬
ஊ
室

　
☎
０
９
６
７
ổ
７
２
ổ
３
１
３
３

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町

ࢱ
՝

　
☎
０
９
６
ổ
２
３
４
ổ
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
！

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う

え
で
ܽ
か
せ
な
い
命
の
ݯ
で
す
。

県
で
は
、
県
民
の
皆
༷
が
݈
や
か
に
、

そ
し
て
長
ण
を
ָ
し
Ή
た
め
、
݈
߁
食
生

活
の
実
ݱ
に
向
け
て
、
食
ҭ
の
取

み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
食
を
ָ
し
Ή
こ
と
の

大
切
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
ྑ
い
食
事
、
災

害
時

の
備
え
な
ど
、
家
族
や
身
ۙ
な

人
と
「
食
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
݈
߁
ͮ
く
り
推
進
՝

　
☎
０
９
６
ổ
３
３
３
ổ
２
２
５
２

消費者トラブル注意報！
■ஂのॲやݕを࣮ޱにしたڧҾな๚問ൢചにҙ！
˔૬ஊྫࣄ
　「ॲ分してもよいஂはないか」とஉੑが๚にきたので、̎ճのԡし入れにある࠲ஂをҾきऔっても
らうことにした。すると、ऀۀがউखに্がりࠐんでԡし入れを։け、࠲ஂではなくӋໟஂなどをউ
खに出し「このままではμメになってしまうので、リフォーϜした΄うがよい」と৺にקめてきた。ࠜ
ෛけして1�ສԁのܖをしてしまった。ۚらしの身にはֹߴա͗てࢧえない。

˔ফඅऀのアυόイε
①「ॲ分してもよいஂはないか」などと๚されても、҆қに家のதに入れないようにしましょう。家
　のதにあげてしまうと、ݕやஂのߪ入、リフォーϜのܖをקめられるڪれがあります。
②事ऀۀのདྷ๚は、なるべく̍人でରԠせず、Ұؼってもらうなどして、家族やपғの人などにಉ੮し
　てもらいましょう。
③家族やपғの人は、ऀྸߴの家にෆ৹な๚ऀがདྷていないか、いつもとҧう༷ࢠはないかなど、ؾを
　りましょう。
④クーリング・Φフやܖのऔり消しができる
　場合があります。૬ஊはد࠷りのܯや消අ
　ੜ活ηンターにご૬ஊください。

　̡ お問い合わせઌʳ
　町ࢱ՝　ὸ̌̒̕ー̎̏̐ʵ̍̍̍̐（ઢ̍̐̏）
　消අੜ活૬ஊ室（ຖि༵）ὸ̌̒̕ー̎̏̐ʵ̏̎̎̏

くらしのใ

���ใ ͜͏͞ 2�2�2
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道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の

伐
採
に
ご
協
力
を
！

　
ಓ
路
や
า
ಓ

の
ࢬ
の
ு
り
出
し
や


木
に
よ
り
า
行
ऀ
や
自
動
ं

に
ଛ
害
が

発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
༗
ऀ
の

理



を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ಓ
路
Ԋ
い
で
樹
木
を
所
༗
さ
れ
て
い
る

人
は

検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
െ

࠾
を
お
ئ
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
ಓ
路
อ
全
՝

　
☎
０
９
６
ổ
３
３
３
ổ
２
４
９
５

ื
ू

海
上
保
安
官
を
募
集
し
ま
す

　
ւ
上
อ
安
ி
で
は
、
ւ
上
อ
安
学
校
学

生
お
よ
び
ւ
上
อ
安
大
学
校
学
生
の
令
和

６
年
４
月
１
日
࠾
用
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

▼
受
付
期
間

　
７
月
18
日
（
火
）
Ỗ
2�
日
（
木
）

※
イ
ン
タ
ồ
ω
ッ
ト
受


▼
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

　
９
月
24
日
（
日
）

●
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

▼
受
付
期
間

　
̔
月
24
日
（
木
）
Ỗ
９
月
４
日
（
月
）

※
イ
ン
タ
ồ
ω
ッ
ト
受


▼
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）

　
10
月
28
日
（
土
）・
2�
日
（
日
）

※
ৄ
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ୈ
十
ੁ
区
ւ
上
อ
安
本
部
総

部
人
事
՝

　
☎
０
９
９
ổ
２
５
０
ổ
９
̔
０
０

͘
Β
͠
安
全

６
月
９
日
は
ロ
ッ
ク
の
日

カ
ギ
か
け
て
盗
難
防
止
！

　　　
自
స
ं
や
ं
か
ら

れ
る
場
合
は
、
わ

ず
か
な
時
間
で
も
必
ず
Χ
Ϊ
を
ֻ
け
ま

し
ょ
う
。

　
自
స
ं
౪
の
多
く
が
無
施
ৣ
の
状
ଶ
で

被
害
に
ૺ
っ
て
い
ま
す
。
Χ
Ϊ
を
ֻ
け
る

こ
と
で
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
場
合

も
গ
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
宅
の
ෑ
地
内
や
ア
ύ
ồ
ト
・
団
地
、

学
校
の
ற
ྠ
場
で
も
安
心
せ
ず
に
ற
ྠ
す

る
と
き
は
必
ず
Χ
Ϊ
を
ֻ
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ं
内
に
ஔ
い
た
ま
ま
の
و
ॏ


を
Ψ
ラ
ス
を
ׂ
っ
て
౪
Ή
ख
ޱ
も
あ
り
ま

す
。
ं
か
ら

れ
る
と
き
も

意
が
必
要

で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ޚ
ધ
地
区
防
൜
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
ổ
２
̔
２
ổ
１
１
１
０

くらしのใ

７月８日（土）・９日（日）第73回上益城郡民体育祭が開催されます！

　݄̓̔（）・̕（）、Յ
ౡ町をओ会場として「ୈ��ճ্ӹ
܊ຽମҭࡇ」が։࠵されます。
　ಉ大会は、く্ӹ܊ຽにス
ϙーπをීٴし、݈߁ਪਐをਤる
ことを的に։࠵。大会は、
皆さんのいԉをよろしくおئ
いします。
大会出場選खをืूして、ࡏݱ　
います。ٕڝは্ٕڝやಓ、
ਫӭなど多数のछがあります。
出場をرする人は、݄̒1�

ҭ՝ڭまでに町ࣾ会࣌後̑ޕ（݄）
までおਘねください。

　̡ お問い合わせઌʳ
　町ࣾ会ڭҭ՝　ὸ̌̒̕ー̎̏̐ʵ̎̐̐̓（ઢ̏̎̏）

˔։࠵日࣌　݄̓̔（）・̕（）
˔։࠵所　Յౡ町をओ会場とする্ӹ܊

ʲ্ٕڝ（τϥック෦）r
̍̌̌ᶤ、̎̌̌ᶤ、̐̌̌ᶤ、̍̑̌̌ᶤ、、̏̌̌̌ᶤ、̑̌̌̌ᶤ

ʲ্ٕڝ（ϑΟʔϧυ෦）r
り෯、ࡾஈ、๒ؙ、ԁ൫、ߴ

ʲͦのଞछʳ
ਫӭ、ೈࣜٿ、ιフトϘール、ٿ、όドϛントン、όレーϘール、
όスέットϘール、αッΧー、ήートϘール、グϥンドΰルフ、ॊಓ、
ಓ、૬　΄かಓ、ॐٷ、ಓ、空खಓ
※छによりྸ੍ݶなどがありますので、
　詳ࡉは町ࣾ会ڭҭ՝までおい合わせください。
※出場人数にはݶりがあり、رする人શһが
　出場できない場合もあります。ご了ঝください。

＼選手募集中／

ৄ
ࡉ
は
町
ެ
ࣜ

ỻ
ϒ
α

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
◀

2� ���ใ ͜͏͞ 2�2
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［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

ぐ
ら
り
す
る

　
桜
は
既
に
散
っ
と
っ
た 

広
田
み
ど
り

ぐ
ら
り
す
る

　
昇
給
中
止
妻
バ
イ
ト 

下
山　
千
恵

ぐ
ら
り
す
る

　
洗
車
し
た
日
に
雨
が
降
り 

志
垣　
　
光

ぐ
ら
り
す
る

　
今
日
も
自や
け
ざ
け

棄
酒
あ
お
り
た
い 

佐
藤　
　
葵

ぐ
ら
り
す
る

　
烏か
ら
す

に
先
ィ
食
わ
れ
と
る 

平
井
や
よ
い

ぐ
ら
り
す
る

　
押
し
つ
け
ら
れ
た
親
介
護 

長
原　
産
賀

ぐ
ら
り
す
る

　
箸
で
食
べ
た
い
こ
の
料
理 

光
永　
　
六

ぐ
ら
り
す
る

　
安
か
茶
碗
な
割
れ
と
ら
ん 

井
元
あ
ざ
み

ぐ
ら
り
す
る

　
全
滅
し
と
る
ラ
ン
の
鉢 

日
高　
美
里

ぐ
ら
り
す
る

　
二
浪
し
た
の
に
不
合
格 

上
田　
梅
清

ぐ
ら
り
す
る

　
信
用
し
て
も
裏
切
ら
れ 

中
村　
南
幸

ぐ
ら
り
す
る

　
売
り
切
れ
だ
っ
た
直
木
賞 

北
川　
直
美

［
短
歌
］ 

塚
原
暁
益 

選

新
学
期
生
徒
の
顔
も
溌は
つ
ら
つ剌
と

マ
ス
ク
も
取
れ
て
駆
出
し
て
ゆ
く 

池
田
キ
ヨ
子

窓
際
の
ス
ズ
メ
の
音
階
リ
ズ
ム
感

小
枝
揺
ら
し
て
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
チ
ュ 

吉
永
由
紀
子

一
鉢
に
植
し
事
さ
え
忘
れ
お
り

芽
吹
け
ば
野
草
き
つ
ね
の
ぼ
た
ん 

赤
星　
延
子

「
何
か
し
ら
」
球
根
見
つ
け
植
え
て
お
く

花
咲
く
楽
し
み
手
入
れ
を
し
を
り 

赤
星　
文
子

五
月
に
は
「
こ
ど
も
の
日
」
あ
り
「
母
の
日
」
も

初
夏
の
花
ば
な
彩
り
そ
え
る 

内
田
乃
武
子

「
マ
ス
ク
」
と
り
「
ア
ク
リ
ル
」
と
り
て
飲
食
に

話
も
は
ず
み
笑
顔
に
な
れ
り 

緒
方　
明
美

差
し
芽
よ
り
育
て
た
西せ
い
よ
う
し
ゃ
く
な
げ

洋
石
楠
花
は

花
毬
太
く
あ
た
り
花
や
ぐ 

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～水無月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ʲ࡞Γํʳ
ᶃകΛই͚ͭͳ͍Α͏ʹஸೡʹਫચ͍͠ɺβϧʹ

্͛ਫΛΓ·͢ɻ
ᶄϏχʔϧାʹᶃΛೖΕɺԘΛҰѲΓೖΕɺାͷ

্͔ΒകΛ̏ʙ̐ఔస͕͠·͢ɻগ͠ो͕ग़
͖ͯͨΒɺΓͷԘΛՃ͑̏ʙ̐స͕͠·͢ɻ

ᶅ֖͖ͷ༰ثʹᶄΛҠ͠ਫΛೖΕɺܰࠞͥͨ͘
ΒҰ൩ྫྷଂݿͰอଘ͠·͢ɻ

ᶆ࣍ͷɺകΛβϧʹ্͛ΩονϯϖʔύʔͰ;
͖औΓ·͢ɻͦͷകΛׂΓɺີดͰ͖Δอଘା
ʹೖΕɺ࠭ΛՃ͑ᎍΈ͜ΈɺାͷۭؾΛൈ͖
·͢ɻ̍िؒఔྫྷଂݿͰอଘͨ͠ΒͰ͢ɻ

簡単カリカリ梅

　梅干しは食中毒の原因となる細菌を抑えるのにとても効果的で科学的にも
証明されているってご存じですか？
　お弁当のʮおかず」や、食中毒予防にもなるなんてすごいですね。また、
梅にはクエン酸が含まれており、体力や疲労の回復・筋肉痛の防止に役立っ
てくれるほか、ビタミン E など多くの栄養素が含まれています。また、ア
ジやイワシの煮付けには梅干しを入れると魚臭さが抑えられますよ。

ʲࡐྉʳ
৽ͳ੨ക　ʜ　̍ᶢὨ
ਫ　ʜʜ　̓ʙ̔Χοϓ
Ԙ　ʜʜ　�0 Ὠ ఔ 
࠭ 　 ʜʜʜ　3�0 Ὠ

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

 

ͻͱͷಈ͖
݄̐11（Ր）ʙ݄̑10（ਫ）ಧग़

;Δ͞ͱࠤߕ
ɹɹɹɹԠԉدෟۚ

͓ੜ

݁ࠗ͝

͓չΈ

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・徳原　榮輔様　　東京都
・吉本キヌエ様　　大阪府
・澤村　清伸様　　茨木県
・萩原　珠里様　　東京都
　　　　　　　　ほか多数

▶令和５年度寄附金額合計
　  　　　　7229万円
　　　　　（４月30日現在）

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶
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΄͔̐人　

ॅ　ॴ 名　ࢯ ྸ ੈଳओ
ਔాࢠ Ҫ۔　ླळ �2 τγࢠ
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Լ　ؠ Ҫ্　࢙ �� ઍ　থ
פ ԕࢁ　㜯ࢠ �� හ　উ
ૣ　 උݑ　ޙҰ �1 Ұ　ݑ
த　ࢁ ࣲా　හ༤ �0 Ϋϛࢠ
　ྖ τϤίܗࢁ 93 τϤί
ޱ　ా େౡϤࢠ 90 Ϥࢠ
Լԣా Ӭϑαϭ 92 ϑαϭ
ޱ　ా ా　ܡҰ 90 Ϡεࢠ

΄͔̍人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

ॅ　ॴ 名　ࢯ
 ૣ　 ุా　݈人
࠺ ന　ض ຊాಸࢠࡊ
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ʦ

ʦ

　
６
月
は
梅
雨
の
時
ظ
で
す
。
こ
の

時
ظ
の
ま
と
ま
っ
た
雨
は
২

に

と
っ
て
は
ܙ
み
と
な
り
ま
す
。
人
間

に
と
っ
て
も
大
切
な
水
資
ݯ
。
で
す

が
、
私
は
毎
年
こ
の
時
ظ
に
な
る
と

༕
ᓔ
に
な
り
ま
す
。
雨
の
日
が
続
い

て
ચ
୕

は
ס
か
な
い
し
࣪
気
で
δ

ϝ
δ
ϝ
、
気
ѹ
の
変
化
に
よ
る
಄
௧
。

そ
し
て
雨
が
降
っ
て
い
る
と
取
ࡐ
も

大
変
。
Χ
ϝ
ラ
を
ೞ
ら
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
か
ら
ộ
。

　
今
月
߸
の
こ
う
さ
ス
タ
イ
ϧ
で
は
、

田
上
団
長
を

հ
。
取
ࡐ
後
、
団
長

の
家
で
自
然
と
ԅ
会
が
始
ま
り
ま
し

た
（
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
ộ
স
）。

そ
こ
で
は
、
町
消
防
団
に
対
す
る


い
想
い
や
‟
Τ
ϐ
ι
ồ
υ
が
！
実
は

私
も
今
年
度
か
ら
町
消
防
団
に
ೖ
団
。

団
長
か
ら
و
ॏ
な
話
を

い
、
վ
め

て
ೖ
団
し
て
ྑ
か
っ
た
と
ࢥ
え
る

１
日
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
（
志
）
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「
ۙ
年
、
۽
本
地
震
や
豪
雨
災

害
な
ど
大
き
な
災
害
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
火
災
や
自
然
災
害
発
生

時
に
町
消
防
団
の
力
を
最
大
ݶ
に

発
ش
で
き
る
よ
う
訓
練
は
も
ち
ろ

ん
、
日
ࠒ
か
ら
町
や
住
民
と
連
ܞ

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
甲

佐
町
消
防
団
団
長
と
し
て
地
域
の

防
災
活
動
の
先
಄
に
ཱ
つ
田
上
慎

太
郎
さ
ん
（
ԣ
田
区
）。

ೖ
団
し
て
2�
年
。
こ
れ
ま
で
分
団

長
や
෭
団
長
を
ྺ

し
、
今
年
４

月
か
ら
団
長
に
ब

。
本
町
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
団
員
を

ଋ
Ͷ
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取

り

ん
で
い
る
。

　
۽
本
地
震
時
、
分
団
長
で
あ
っ

た
田
上
さ
ん
は
地
域
住
民
の
安
൱

確
認
や
避
難
の
ݺ
び
か
け
༠
ಋ
な

ど
を
団
員
に
指
示
。
自
身
も
高
ྸ

ऀ
を
୲
い
で
΄
か
の
団
員
と
共
に

避
難
所

ӡ
ん
だ
と
い
う
。「
団

員
た
ち
の
中
に
は
、
自
ら
が
被
災

し
て
い
る
ऀ
も
多
く
、
な
か
な
か

身
動
き
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
状

況
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
行

৬

員
や
当
時
の
団
長
た
ち
と
一
ॹ
に

ߟ
え
、
動
け
る
団
員
に
は
、
す
ぐ

に
ࢧ
ԉ
が
必
要
な
高
ྸ
ऀ
の
救
助

や
避
難
༠
ಋ
を
指
示
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
判
断
で
救
わ
れ
る
命
が

あ
る
の
で
す
か
ら
と
に
か
く
必
ࢮ

で
し
た
」
と
当
時
を
ޠ
る
。

　
「
救
助
し
に
行
っ
た
人
が
、
大

け
が
を
ෛ
っ
た
り
命
を
落
と
し
た

り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
団
員
や
住
民
が
救

助
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
ら

な
い
た
め
に
も
皆
さ
ん
に
は
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
֮
ޛ

を
持
っ
て
ཉ
し
い
」
と
自
助
の
大

切
さ
を
話
す
。

　
本
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ଘ
在
の

町
消
防
団
だ
が
、
団
員

の
ݮ
গ

が
深
ࠁ
だ
。
10
年
લ
ま
で
５
０
０

人
を
超
え
て
い
た
団
員

も
今
年

度
は
３
７
０
人
と
１
０
０
人
Ҏ
上

ݮ
গ
。
ま
た
、
高
ྸ
化

も
ݦ
ஶ

で
あ
り
、
団
員
一
人
あ
た
り
の
ෛ

୲
は
૿
加
し
て
い
る
。「
団
員
の

ෛ
୲
を
ܰ
ݮ
す
る
た
め
に
も
、
町

や
地
域
の
自
主
防
災

৫
と
連
ܞ

し
、
住
民
に
災
害
の
備
え
は
も
ち

ろ
ん
、訓
練
の
参
加
を
ݺ
び
ֻ
け
、

一
人
で
も
防
災
に
対
す
る
意
識
の

変
化
が
起
き
れ

」と
田
上
さ
ん
。

　
「
私
た
ち
消
防
団
員
は
ứ
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
Ừ
と
い
う
ڷ
土
Ѫ
の
ਫ਼
ਆ
で
、

住
民
の
安
全
確
อ
と
い
う

め
を

Ռ
た
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
を
取

り
ר
く
ݱ
状
に
は
ݫ
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
ະ
དྷ
の
甲
佐
町
の

た
め
、
今
で
き
る
こ
と
を
ਫ਼
一
ഋ

取
り

ん
で
い
き
ま
す
」
と
甲
佐

町
消
防
団
の
ະ
དྷ
を
見
ਾ
え
、
地

域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
า
み
続

け
る
。

本
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
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たのうえ しんたろう � 甲佐町
消防ஂஂ長。ࠓ݄̐にஂ長に
बし、��0人のஂһのشࢦを
ࣥる。町や住ຽなどとڠ力して
地域防災力の্にめる。

田上 慎太郎さん
Tanoue Shintaro

〔横田区〕
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ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

▲甲佐町消防ஂஂ長बのあいさつ
　をड़べるా্ஂ長
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